
七
月
二
日
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
、

四
八
名
が
参
加
し
て
、
第
六
三
回
府
連

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
、
府
民
の
中
に

日
中
友
好
を
広
げ
る
た
め
の
不
再
戦
活

動
、
友
好
交
流
活
動
に
と
り
く
み
、
新

た
に
六
一
名
が
入
会
さ
れ
、
二
五
ケ
月

連
続
増
勢
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪

李
天
然
総
領
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
日
本
共
産

党
辰
巳
孝
太
郎
参
議
院
議
員
と
日
中
兵

庫
県
連
前
田
清
会
長
、
日
本
・
コ
リ
ア

協
会
大
阪
飯
田
光
徳
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
報
告
と
討
論
、

新
役
員
の
選
出
、
大
会
宣
言
と
特
別
決

議
が
採
択
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
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六
月
二
五
日
、
夏
の
き
り
え
講
習

会
は
、
机
も
向
か
い
合

わ
せ
に
並
べ
、
顔
を
観

な
が
ら
、
ま
た
他
の
作

品
も
見
な
が
ら
の
作
成

で
す
、
材
料
・
道
具
も

こ
の
方
が
置
き
や
す
く

邪
魔
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

作
り
方
も
大
き
く
変

り
ハ
サ
ミ
も
ホ
ッ
チ
キ

ス
も
使
わ
ず
、
下
絵
に

お
好
み
の
色
の
和
紙
を
貼
っ
て
、
カ
ッ

タ
ー
で
切
り
、
次
に
白
い
部
分
に
、

典
具
（
て
ん
ぐ
）
ぼ
か
し
染
和
紙
を

薄
く
漉
き
、
や
わ
ら
か
な

色
合
い
に
手
染
め
し
、
貼

り
重
ね
て
繊
細
な
色
調
を

表
現
し
ま
す
。

団
扇
の
周
り
は
白
い
も

の
が
出
る
よ
う
に
表
現
し
、

う
ち
わ
を
引
き
立
て
て
い

ま
す
。
近
藤
先
生
の
指
導

と
、
材
料
の
き
め
細
か
い

調
達
で
、
素
晴
ら
し
い
涼

し
さ
が
表
現
出
来
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
（
平
松
悦
雄
）

う
ち
わ
を
き
る

や
わ
ら
か
な
出
来
栄
え

２
５
ヶ
月
連
続
会
員
増
で

府
連
大
会
開
く

府連通信
大会特集号

大
会
で
は
報
告
に
も
と
づ
き
十
人

が
発
言
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
中
不
再
戦
活

動
で
は
、
昨
年
十
二
月
開

催
さ
れ
た
「
南
京
の
記
憶

を
今
に
つ
な
ぐ
つ
ど
い
」

成
功
に
続
き
、
今
年
十
一

月
の
「
八
〇
年
目
の
南
京
」

の
つ
ど
い
を
成
功
さ
せ
る

意
義
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
北
東
ア
ジ
ア
の
旅

な
ど
日
中
友
好
を
願
う
団

体
と
の
共
同
の
と
り
く
み

が
前
進
し
ま
し
た
。
中
国

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
帰
国
者
と
の

交
流
も
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
支
部
活
動
の
五
原
則
」
に
基
づ
く

豊
か
な
日
常
活
動
と
工
夫
、
新
し
い

支
部
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
や

決
意
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部

の
活
動
再
開
に
は
新
た
な
飛
躍
へ
の

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
〇
周
年
を
迎
え
た
太
極
拳
普
及
活

動
、
中
国
「
百
科
検
定
」
を
柱
に
広

が
り
を
見
せ
た
学
習
活
動
、
中
国
人

（
外
国
人
）
旅
行
者
の
増
大
へ
の
対

応
の
あ
り
方
な
ど
、
多
彩
な
活
動
報

告
は
大
会
参
加
者
を
大
い
に
励
ま
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

「
学
習
を
基
礎
に
、
豊
か
な
日
中

友
好
運
動
」
を
合
言
葉
に
、

「
外
に
打
っ
て
出
る
」
活

動
を
広
げ
、
共
感
す
る
仲

間
を
増
や
し
、
不
再
戦
平

和
の
誓
い
を
基
本
に
し
た

日
中
両
国
民
の
草
の
根
レ

ベ
ル
で
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介

会
長

渡
辺
武
、
副
会
長

小
林
徳
子
、
山
本
恒
人
。

理
事
長

松
尾
豊
。
副
理
事

長

片
山
英
徳
。
事
務
局
長

近
藤
好

幸
。
事
務
局
次
長

澤
野
井
公
夫
。

常
任
理
事

浅
田
美
奈
子
、
石
井
勉
、

恒
岡
正
勝
、
平
松
悦
雄
、
松
原
弘
太

郎
、
松
原
弥
寿
夫
。

理
事

浅
田
勝
美
、
荒
崎
博
、
上
村

康
夫
、
尾
中
妙
子
、
熊
原
元
直
、
栗

山
俊
子
、
早
乙
女
実
、
坂
手
日
登
美
、

高
橋
朗
、
辻
弘
樹
、
土
井
一
正
、
西

脇
義
彦
、
登
り
山
和
希
、
藤
崎
光
子
、

前
田
尋
、
森
西
武
志
。

会
計
監
査

伊
藤
滋
高
、
西
本
博
文
。

顧
問

石
川
元
也
、
藤
後
博
巳
。
参
与

西
村
成
雄
、
細
見
茂
、
村
田
は
な
子

中
華
人
民
共
和
国

駐
大
阪
総
領
事

李

天
然
、
日
本
共
産
党
衆
議
院
議

員

宮
本
た
け
し
、
清
水
た
だ
し
、

参
議
院
議
員

山
下
よ
し
き
、
た
つ

み
コ
ー
タ
ロ
ー
、
大
門
み
き
し
、
府

常
任
委
員

わ
た
な
べ
結
、

日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団

団
長
瀬
戸
一
正
（
敬
称
略
）

進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す
大
阪
の
会

（
大
阪
革
新
懇
）
、
明
る
い
民
主
大

阪
府
政
を
つ
く
る
会
、
大
阪
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯

委
員
会
、
非
核
の
政
府
を
求
め
る
大

阪
の
会
、
大
阪
商
工
団
体
連
合
会
、

大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、
大
阪

府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
歯
科
保
険

医
協
会
、
新
日
本
婦
人
の
会
大
阪
府

本
部
、
安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大

阪
実
行
委
員
会
、
大
阪
平
和
委
員
会
、

日
本
国
民
救
援
会
大
阪
府
本
部
、
大

阪
市
を
よ
く
す
る
会
、
原
水
爆
禁
止

大
阪
府
協
議
会
、
日
本
科
学
者
会
議

大
阪
支
部
、
道
修
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

赤
﨑

辰
也
、

全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
、
大
阪
府

立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、
門
真
市

職
員
労
働
組
合
、
大
阪
自
治
体
労
働

組
合
総
連
合
、
日
本
中
国
友
好
協
会
、

宮
城
県
連
、
滋
賀
県
支
部
、
福
岡
県

連
合
会
、
都
城
支
部
、
京
都
府
連
合

会
、
奈
良
支
部

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

三
〇
団
体
・
政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

支
部
活
動
や
文
化
活
動

百
科
検
定
を
論
議

九
月
二
三
日(

祝)

午
後
一
時

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

「
八
〇
年
目
の
南
京
」

実
行
委
員
会
結
成
集
会
と

学
習
会

懇親会での中華人民共和国駐大

阪領事館孫暁珊副領事あいさつ

辰巳孝太郎参議院議員の挨拶



日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
毎
年
、
七

月
七
日
（
盧
溝
橋
事
件
）

か
ら
九
月
十
八
日
（
柳
条

湖
事
件
）
ま
で
を
「
不
再

戦
・
平
和
友
好
期
間
」
と

し
て
、
全
国
各
地
で
、
街

頭
宣
伝
や
記
念
集
会
・
学

習
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
年
は
「
盧
溝
橋
事
件
」

か
ら
八
〇
年
の
節
目
で
す
。

東
京
で
は
、

国
会
前
で

「
日
中
戦
争
開
始
の
日
・

ミ
ニ
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
合
会
と
西
支
部
は
七
月
十

一
日
、
夕
方
６
時
か
ら
約
一
時
間
、
西

区
九
条
駅
前
で
「
盧
溝

橋
事
件
八
〇
周
年
―
歴

史
の
真
実
に
向
き
合
い

九
条
改
悪
を
許
さ
な
い

声
を
―
」
の
ビ
ラ
１
０

０
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
と
松
尾
理

事
長
が
マ
イ
ク
で
ビ
ラ

の
内
容
に
つ
い
て
く
わ

し
く
説
明
し
て
い
る
と
、

中
国
か
ら
の
留
学
生
が

ビ
ラ
の
内
容
に
感
動
し

た
、
中
国
語
に
翻
訳
す
る
と
話
し
か
け

て
き
ま
し
た
。
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盧
溝
橋
事
件
か
ら
八
〇
年
西
区
で
宣
伝

六
月
一
五
日
か
ら
韓
・
中
・
露
の

三
国
を
歴
訪
し
た
。
北
朝
鮮
の
度
重

な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
、
米
空
母

配
備
と
自
衛
隊
の
参
加
と
い
う
緊
迫

し
た
情
勢
の
中
で
の
旅
で
あ
っ
た
。

韓
国
で
は
、
北
朝
鮮
と
の
非
武
装
地

帯
を
訪
れ
た
。
韓
国
軍
の
兵
士
が
配

置
さ
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
緊
迫
感

は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ゆ
っ

た
り
し
た
ゆ
と
り
に
満
ち
て
い
た
。

騒
い
で
い
る
の
は
ト
ラ
ン
プ
と
安
倍

首
相
だ
け
で
は
な
い
の
か
。

北
朝
鮮
の
軍
事
的
挑
発
は
許
せ
な

い
。
し
か
し
、
軍
事
力
対
軍
事
力
で

は
何
も
解
決
し
な
い
。

話
し
合
い
の
解
決
に
知

恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
来
年
の
平
昌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

南
北
合
同
チ
ー
ム
を
結

成
す
る
提
案
も
出
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。

中
国
で
は
、
十
五
歳

の
日
本
の
少
年
た
ち
が

ソ
連
兵
の
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
逃
避

行
を
続
け
た
綏
芬
河
、
牡
丹
江
を
訪

れ
た
。
少
年
た
ち
が
手
厚
い
保
護
を

受
け
た
と
い
う
朝
鮮
民
族
の
住
む
石

頭
鎮
は
素
朴
で
い
か
に
も
貧
し
そ
う

な
片
田
舎
で
あ
っ
た
。
赤
レ
ン
ガ
の

古
び
た
家
々
を
眺
め
な
が
ら
、
思
わ

ず
深
く
感
謝
の
一
礼
を
し
た
。

ロ
シ
ア
に
は
、
綏
芬
河
か
ら
鉄
道

で
入
国
し
た
。
中
国
か
ら
大
量
の
荷

物
（
買
い
出
し
）
を
運
び
込
む
ロ
シ

ア
人
の
す
さ
ま
じ
い
逞
し
さ
に
は
驚

い
た
。
し
か
し
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の

街
を
歩
く
ロ
シ
ア
人
は
み
な
人
懐
っ

こ
い
。
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
を
渡

る
と
き
も
車
は
必
ず
静
か
に
停
車
し

て
く
れ
る
。
振
り
返
っ
た
ら
金
髪
の

若
い
女
性
運
転
手
が
に
こ
や
か
に
手

を
振
っ
て
く
れ
た
。
私
は
い
っ
ぺ
ん

に
ロ
シ
ア
が
好
き
に
な
っ
た
。

帰
国
し
て
の
感
想

北
朝
鮮
の
軍
事
的
圧
力
は
許
せ
な

い
。
し
か
し
、
自
ら
は
大
量
の
核
兵

器
を
持
ち
な
が
ら
、
そ

れ
を
棚
上
げ
に
し
て
北

朝
鮮
を
批
判
し
て
も
説

得
力
は
な
い
。
大
国
の

核
の
傘
の
下
に
入
り
、

虎
の
威
を
借
り
な
が
ら

せ
っ
せ
と
軍
事
力
を
拡

大
す
る
姑
息
な
姿
勢
で

は
、
相
手
の
態
度
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
回
訪
問
し
た
三
か
国
は
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
模
索
し
て
い
る
。
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
南
北
合
同
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
れ
ば
新
し
い
展
開
が

期
待
さ
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
の
太
鼓
持

ち
を
し
て
軍
事
力
の
強
化
の
み
考
え

る
安
倍
政
権
は
北
東
ア
ジ
ア
で
孤
立

の
道
を
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

（
西
支
部

井
上
正
道
）

「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
」
に
参
加
し
て

ウラジオストック堀江商店の前で

第１回 ９月２５日（月）10：00～11：30

第２回 ９月２５日（月）18：30～20：00

第３回 ９月３０日（土）10：00～11：30

会場：日中友好協会中国語教室（初心者の方）
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中国語講座無料入門レッスン 実
践
中
国
語

「
让
我
过
去
！
」

究
極
の
省
略
形

車
内
放
送
が
聞
こ
え
ま
す
。

『
车
站
到
了
。
下
车
的
乘
客
们
，
请

注
意
。
（
バ
ス
停
に
つ
き
ま
し
た
。

下
車
さ
れ
る
お
客
様
は
ご
注
意
下
さ

い
。
）
』

こ
の
駅
で
降
り
た
い
の

に
混
ん
で
い
て
出
口
ま
で
人
が
い
っ

ぱ
い
。
困
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
、

大
き
な
声
で
「
让
！
让
！
」

こ
の
一
言
で
通
路
を
開
け
て
通
し

て
く
れ
ま
す
。
「
让
我
过
去
！
（
通

し
て
下
さ
い
！
）
」
の
究
極
の
省
略

形
で
す
。
「
我
下
车
，
请
你
让
我
过

去
！
（
お
り
ま
す
、
す
い
ま
せ
ん
、

通
し
て
下
さ
い
！
）
」
な
ん
て
丁
寧

に
言
っ
て
た
ら
乗
り
過
ご
し
て
（
坐

过
站
）
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
月
か
ら
１
０
７
期
中
国
語
教
室

が
始
ま
り
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
九
月
に
は

入
門
レ
ッ
ス
ン
、
無
料
体
験
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い

春
か
ら
始
ま
っ
た
１
０
６
期
は
か

ろ
う
じ
て
現
状
を
維
持
し
ま
し
た
。

休
学
者
を
上
回
る
新
入
生
を
迎
え
ま

し
た
。
紹
介
に
よ
る
も
の
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
国
語
を

学
ぶ
こ
と
は
「
言
葉
を
学
び
、
中
国

文
化
に
触
れ
る
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

財
政
的
に
は
大
阪
府
連
の
豊
か
な
友

好
活
動
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。

府
連
大
会
終
了
後
の
懇
親
会
に
領

事
館
か
ら
副
領
事
の
孫
さ
ん
と
ア
タ
ッ

シ
ェ
の
朱
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

片
ぐ
る
し
い
挨
拶
は
抜
き
に
し
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
会
場
か
ら

質
問
を
受
け
る
と
い
う
形
の
く
つ
ろ

い
だ
自
己
紹
介
に
な
り
ま
し
た
。
会

場
か
ら
の
中
国
語
で
の
質
問
に
大
変

感
動
さ
れ
、
驚
い
て
い
ま
し
た
。
中

国
語
で
話
し
か
け
ら
れ
る
と
、
そ
の

温
か
い
お
も
て
な
し
に
本
当
に
う
れ

し
く
な
る
と
の
こ
と
。
中
国
語
教
室

の
生
徒
さ
ん
が
本
領
を
発
揮
す
る
一

幕
で
し
た
。
大
家
一
起
来
学
中
文
！

一
緒
に
中
国
語
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う


